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１－２．地区の現況と特性 

１）人口と世帯数 

    当地区は、大字乙女の一部からなることから、大字乙女の人口・世帯数をもって、その傾向を

みることとします。ただし、平成 20 年 5 月から大字乙女の一部が南乙女一丁目、二丁目に変

わったため、平成２０年６月１日から平成２７年 4月１日現在までとします。 

 

  【人口】 

    大字乙女の人口は、平成２７年 4 月１日現在で 2,920 人となっております。また、平成 20

年 6 月には 3,105 人、平成 24 年には 2,919 人と年々減少傾向にあり、平成２７年４月現在

までほぼ横ばいであり、平成２０年６月と現在を比較して 185 人（6.0％）減少しております。

（表-1、図-1参照） 

 

 【世帯数】 

    大字乙女の世帯数は、平成 27 年４月１日現在で 1,056 世帯となっております。また、平成

20 年６月には 1052世帯、平成 24年には 1,040 世帯と年々減少傾向にありましたが、平成

24 年から平成２７年４月現在までの間で増加傾向にあり、平成２０年６月と現在を比較して４

世帯（0.4％）増加しております。（表-1、図-1参照） 

 

 【世帯当り人口】 

   大字乙女の世帯当り人口は、平成 27年４月１日現在で 2.77人となっています。また平成２

０年６月には 2.95人でしたが年々減少傾向にあり、核家族化の進行がうかがえます。 

 

 【年齢別人口】 

    寒沢東磯ノ宮地区の年齢別人口は右図のとおりで 

   す。19歳以下は 17％、60歳以上は 29％となって 

   おり、少子高齢化の傾向がうかがえます。 

（平成 20年 8月実施アンケートより） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

表-1 大字乙女地区の人口・世帯数の推移
平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

人口      （人） 3,105 3,071 3,007 2,961 2,919 2,938 2,922 2,920
世帯数（世帯） 1,052 1,060 1,051 1,059 1,040 1,035 1,047 1,056

(栃木県小山市大字町丁名別世帯数及び人口推移)
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２）法的規制状況 

 （１）区域区分 

     寒沢東磯ノ宮地区は市街化調整区域からなっています。容積率 200％、建ぺい率 60％の

制限が定められています。 

（２）都市計画道路 

    地区外に隣接して、北側には都市計画道路３・４・１０６間々田南通り、東側には都市計画

道路３・４・７小山野木線が都市計画決定されています。 

 ３）土地利用現況（土地利用現況図参照） 

 （１）自然的土地利用現況の傾向 

    ・地区の中央部及び北東部に豊かな樹林地があります。 

    ・自然地の多くを農地が占めており、主に田んぼや畑として使用されています。 

（２）都市的土地利用現況の傾向 

   ・市道 3230 号線、市道 3231 号線、市道 3232 号線沿いに住宅地が多く分布しています。 

    ・地区の南側には分譲した住宅地があります。 

    ・地区は、市街化調整区域に位置していますが、国道 4 号沿いは農振白地となっており、工

場や商店等が立地しています。 

 ４）建物現況（建築物用途現況図参照） 

（１）用途別現況 

    ・主に住宅となっていますが、国道 4号沿いに工業施設や商業施設が存在しています。  

５）道路・交通（幅員別・管理者別道路現況図、公共交通機関図参照） 

 （１）管理者別道路状況 

    ・地区を東西に横断する市道 3229 号線、市道 3230 号線、市道 3231 号線や市道 3232

号線が生活道路の中心となっています。その他の道路としては、市道 3868 号線、市道

3233 号線、市道 3975 号線、市道 3027 号線が市道認定されています。その他の道路

としては、市道に認定されていない生活道路も多く存在しています。 

 （２）幅員別道路状況 

    ・市道 3868 号線は 6ｍ、3975 号線は 8ｍで整備されていますが、地区内の多くの道路は

4.0ｍ未満の道路であり、道路網整備が地区の課題となっています。 

 （３）公共交通機関 

    ・地区の北側にＪＲ宇都宮線間々田駅があります。 

    ・地区に隣接して小山市コミュニティバス（間々田東西線）が運行され、2個所のバス停（中

妻、光南病院前）があります。 

 ６）公園・緑地 

 （１）公園 

    ・地区内に公園はありません。ただし、地区の南側に住民管理の広場（水森公園）があります。 

（２）緑地 

    ・地区の中央部及び北東部に豊かな樹林があります。 

７）公共公益施設等 

    ・地区内には磯之宮公民館が１箇所あります。 

８）供給・処理施設 

（１）給水施設 

  ・地区の上水道は一部を除いて未整備です。 

（２）排水施設 

   ・地区の汚水処理は、合併浄化槽により処理しています。 
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１－３．現況の課題 

    地区の現況や関連計画をふまえ、地区整備に関連する課題は以下のように整理されます。 

 

１）土地利用について 

   ・適正かつ計画的な土地利用の誘導 

   ・農地や平地林の保全と有効活用 

２）道路・交通について 

   ・地区内の狭あい道路の拡幅整備 

   ・危険な交差点改良整備 

３）公園・緑地について 

   ・平地林や緑地の保全 

   ・公園・広場の検討 

４）公共公益施設について 

   ・公民館等のバリアフリー化の検討 

５）生活衛生・排水について 

   ・上下水道の整備推進 

６）まち並み・景観 

   ・地区のまちづくりルールに基づく、緑を活かしたゆとりある生活空間の創出 
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２．まちづくりの目標 

２－１．まちづくりの基本理念 

  寒沢東磯ノ宮地区のまちづくりの基本理念は次のとおりです。 

 

 【自然と和のまち・みんなでつくる豊かな寒沢東・磯ノ宮】 

 

２－２．まちづくりの基本目標 

安心・安全をキーワードとして、無秩序で不良な開発等を抑制しつつ適正な土地利用を誘導し、

豊かな生活環境の形成を図るために、次の 4つを目標とします。 

１）田園環境と調和した緑豊かなまち 

・田園環境を維持するための適正な土地利用の誘導と美しい集落景観の創出 

２）地区内生活道路整備による住み良いまち 

・地区内道路の拡幅、交差点改良及び道路新設により、国道４号や隣接地区への連絡道路の確

保及び歩行者空間を確保し、便利で安全なまちづくり 

３）誰もが安心して快適にゆとりをもって暮らせるまち 

 ・災害に強い地区のルールを作成し、安心して快適に暮らせるまちづくり 

４）インフラが整備され充実して暮らせるまち 

 ・長く住み続けられるインフラ整備の充実を目指したまちづくり 

 

３．整備方針 

３－１．まちづくりの方針 

 １）土地利用の方針 

地区の豊かな緑を活かして、自然環境に配慮したゆとりと落ち着きのある居住空間の確保及び

耕作放棄地を作らないために農地の有効利用を図ります。 

 ２）地区施設の整備方針 

・狭あい道路の拡幅など整備推進を図ります。 

   ・地区内の平地林等を活用した公園・広場的活用を図ります。 

   ・上下水道の整備推進を図ります。 

 ３）建築物等の整備方針 

   ・安全で快適な住環境の維持・形成するために、地区の実情に応じた推奨ルールの検討を行って

いきます。 
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